様式2-2事業計画書　（別紙）
４．今回の事業で取り組む内容

(1) 技術開発の内容
●今回行おうとする技術開発の内容（どのような技術開発等をどのように行うのか）を、開発項目ごとに記入して下さい。
●どのような機械装置や材料を使用して開発するのか記入して下さい。
●技術開発等を委託する場合は、その内容、必要性及び委託予定先を記入して下さい。
●本事業期間終了時点での技術開発、製品等の到達目標を具体的に記入して下さい。
●具体的な顧客と対象市場（市場規模）を示してください。


(2) 事業の目的・目標
●応募事業の背景・目的・必要性・成果目標等を第三者に分かりやすく記入してください。また、補助金を必要とする理由を記入して下さい。


(3) 独創性・実現性・市場性
①独創性について
・独創性、新規性に優れ、他との差別化が図られているかを記入して下さい。
②実現性
・事業実施に必要な資金の調達方法など、資金計画が適切であるかを記入して下さい。
・事業計画のコンセプトやストーリーが整理されているかを記入して下さい。
・事前調査等が行われ、信頼性の高い計画となっているかを記入して下さい。
③市場性
・市場競争力があり、多くのニーズが期待されるかを記入して下さい。


(4) これまでの研究内容・課題
●従来技術とどのように違うのか明確にするため概略図等を交えて記入して下さい。
●これまでに行ってきた技術開発等の内容はどのようなものか記入して下さい。
●これまでに行ってきた技術開発等の技術的、経済的な問題点、課題はどこにあるのかを具体的に記入して下さい。
●本研究開発により従来のものの問題点等をどのように改善できるか、数値などを用いて記入して下さい。




(5) 事業化の見通し　(実用化するための資金・人員・設備耐性等)
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６．技術開発体制(スキーム図及びスケジュール等)
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７．事業化後の成果目標	
(1) 製品等の概要
●製品等の仕様、機能等について記載して下さい。

(2) 事業化後の成果目標(事業実施後５年間)
	補助事業終了後
	売上額
	利益

	１年目
	500万円
	0万円

	２年目
	600万円
	20万円

	３年目
	1,000万円
	150万円

	４年目
	1,200万円
	200万円

	５年目
	1,500万円
	300万円











８．事業化にあたり解決すべきその他の課題
●この事業（製品等）を実用化するにあたって必要となる検査・承認等（法規制、ＪＩＳ、業界ガイドライン等）を示し、その対処方針、スケジュール等について記入すること。
●本事業終了後において、さらに取り組まなければならない製品化のための課題を記入すること。また、どのように課題を解決するか、手段、資金の目途等対応スケジュールについて記入すること。
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年月 取組段階 資金(千円) 人員(人) 設備

①○年11月～

②○年12月～

③○年９月～

④○年３月～

①製品化に向けた技術

開発・試作

②製品開発・市場調査

③生産工場の整備

④生産

①26,190

②10,452

③105,000

①５人

②10人

③100人

①試作機

　

③土地、工場、

生産設備
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開発項目 具体的内容 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

1 試作機仕様作成 ・試作機の詳細仕様の作成

2 試作機製作

・試作機の組み上げ

・制御盤製作（プレス機用、ロール加工用）

・制御装置（プレス機用）

3 試作機テスト

・試作機の性能テスト

・機能の評価

4 研究開発終了 ●

研究開発のスケジュールおよびスキーム図
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